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His Exce11ency Antonio Gutenes

Secretary General

United Nations

NewYork,NY I0017

USA

Dear Nh. secretaly・General,

I am pleased to confirm that Doshisha university suppodsthe ten principles of伽e uN Global compact with

respectto human rights,1abour, environment, andanti・conuption.圦11ith this commitment,、Ne express ourintent

to advance these principleS 圦lithin oursphere ofinauence, and wiⅡ make a clearstatement ofthis commitment

to our stakeholders and the 8eneral public.

We also pledgetotake partinthe activities ofthe uN Globalcompactwhere appropriate and feasible ・through,

forinstance, partiCゆation in coun廿y征_,ocalNetworks;involvementin specialized initiatives and 圦/ork S訂'eams;

engagement in partnershゆ Projects; and revie、Ning and providing commentary to participating companies on

their communications on progress.
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コミュニケーション・オン・エンゲージメント（COE） 

同志社大学 

 

 

本コミュニケーション・オン・エンゲージメントが対象とする期間 

 

開始日：２０２０年６月１３日        終了日：２０２２年６月１２日 

 

 

パートⅠ．最高責任者による国連グローバル・コンパクトへの継続的支持の表明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2０２２年６月１２日 

 

ステークホルダーの皆様へ 

 

私は、同志社大学が人件、労働、環境、腐敗防止に関する国連グローバル・コンパクト10原則を 

支持することをここに確認し、ここに表明いたします。これは、国連グローバル・コンパクトに対する 

当団体のコミュニケーション・オン・エンゲージメントです。皆様のフィードバックをお待ちしています。 

 

このコミュニケーション・オン・エンゲージメントでは、当団体をはじめとする各種組織に対して提案 

された国連グローバル・コンパクトおよびその原則を支持するために当団体が行った取り組みに 

ついて説明しています。また、当団体の主要なコミュニケーション媒体を通じて、当団体の取り組み 

を積極的にステークホルダーの皆様に公表していきます。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 
 

植木 朝子 

同志社大学 学長 



パートⅡ．取り組み状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年６月～ 

① ＪＩＣＡ（日本国際協力機構）を通じた学生（途上国政府職員）の受入（GC 原則：人権、腐敗防

止、SDGs Item 4,16：教育、ガバナンスと平和構築支援） 

 

②COVID-19 Research Projectの実施（GC原則全般、SDGs Item 全般） 

 

２０２０年７月 

③欧州安全保障機構(OSCE)、協力のためのアジアパートナーとしてテーマ別ディスカッションに 

おける発表（GC原則：腐敗防止、SDGs Item 16：汚職対策） 

テーマ：「腐敗との闘い」 

 

２０２０年１１月 

④Global Resource Managementプログラム ドキュメンタリーフィルムイベント開催（GC原則：

人権、腐敗防止、SDGs Item 1,3,8：貧困、保健、成長・雇用） 

テーマ：「５Ｇの真実  世界で反５Ｇ運動を引き起こしている原因は？」 

 

２０２０年１２月 

⑤Global Resource Management プログラム キャリアセミナー開催（GC 原則：労働、SDGs 

Item 4：教育） 

テーマ：「Career Building and Networking in Japan」 

 

⑥Global Resource Management プログラム オンライン講義（GC 原則：環境、SDGs Item 

11：都市計画） 

テーマ：「Rural road access improvement for youth employment promotion in Africa 

アフリカの若者雇用促進のための地方道路アクセスの改善について」 

 

⑦Global Resource Managementプログラム ドキュメンタリーフィルムイベント開催（GC原則：

人権、SDGs Item 16：平和構築） 

テーマ：「Blood and Tears: French Decolonization／血と涙：フランスからの脱植民地化」 

 

２０２１年１月 

⑧良心学研究センター 総括シンポジウム開催（GC原則全般、SDGs Item 全般） 

テーマ：「パンデミック時代における良心――世界観を更新するための学際的研究」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ヒューマン・ディグニティ研究センター・Global Resource Managementプログラム オンライン

国際会議（GC原則：人権、SDGs Item 3：保健） 

テーマ：「Global Divisions and Crisis during the COVID-19 Pandemic」 

 

２０２１年２月 

⑩ヒューマン・ディグニティ研究センター・Global Resource Managementプログラム オンライン

講演会（GC原則：人権、SDGs Item １０：不平等） 

テーマ：「On France: Free Speech, Racism and Criminalizing Minorities」 

 

⑪Global Resource Management プログラム スペシャルウェビナー（GC 原則：人権、SDGs 

Item 16：平和） 

テーマ：「The State and Fate of American Democracy」 

 

２０２１年３月 

⑫同志社大学－テュービンゲン大学研究交流シンポジウム「Doshisha Week 2020」開催（GC

原則：人権、SDGs Item 3,4,17：保健、教育、海外パートナーシップ） 

テーマ：「COVID-19 Research: Challenges and Achievements for the Society」 

 

⑬グローバルコンパクト・ネットワークジャパン ２０２０年度 SDGs 企業調査への寄稿および出版記

念オンラインセミナーへの登壇（モデレーター）（GC原則全般、SDGs Item全般） 

 

２０２１年５月 

⑭大学院生対象キャリアセミナー開催（GC原則：労働、SDGs Item 4：教育） 

テーマ：「国連職員に求められる人材とは？」 

 

２０２１年６月 

⑮国連グローバルコンパクト リーダーズサミット、サイドイベントにおける発表（GC原則：人権、労

働、SDGs Item ５：ジェンダー） 

Gender Equality as a Key to Well-being の企画、モデレーション 

 

２０２１年８月 

⑯グローバルコンパクト・ネットワークジャパン ＧＣの社内浸透研究分科会での講演（GC原則：人

権、労働、SDGs Item １７：SDGsアイテム全般） 

テーマ：「ウェルビーイングとＳＤＧｓ」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年９月 

⑰第３８回ケンブリッジ大学国際セミナーにて発表（GC原則：腐敗防止、SDGs Item 16：経済犯

罪） 

テーマ：Economic Crime – who pays and who should pay?” 

 

２０２１年１２月 

⑱同志社大学Well-being 研究センター ウェルビーイングなキャリアを考える就活セミナー 

（GC原則：労働、SDGs Item 8：成長・雇用） 

第１弾テーマ：「セルフコーチングを体験しよう」 

第２弾テーマ：「自分の興味関心からやりたい職種、働きたい業種を探す方法」 

第３弾テーマ：「面接を突破するためのテクニック」 

 

⑲第１０１回人文科学研究所公開講演会（GC原則：環境、SDGs Item 7,9：エネルギー、イノベー

ション） 

テーマ：「グリーン社会とソーシャル・イノベーション 復興１０年を超えて」 

 

⑳グローバルコンパクト・ネットワークジャパン ジェンダー平等事例集の作成（GC原則：人権、

SDGs Item ５：ジェンダー）  

 

２０２２年３月 

㉑グローバルコンパクト・ネットワークジャパン 人権教育分科会での講演（GC原則：人権、SDGs 

Item 3：保健） 

テーマ：「ストーリーで考える人間の尊厳とウェルビーイング」 

 

２０２２年４月～ 

㉒キャリア形成支援科目として「SDGsで考える社会課題とキャリア形成」を開講（GC原則：人権、

労働、SDGs Item 4：教育）「ストーリーで考える人間の尊厳とウェルビーイング」 

 

㉓ＡＩを用いてウェルビーイングを考える授業を開講（GC原則：人権、SDGs Item 4：教育） 

 

２０２２年５月 

㉔インドネシアの国際会議にて報告（GC原則：腐敗防止、SDGs Item 16：ガバナンス） 

テーマ：人間の安全保障とアジャイルガバメント 

 

㉕ＳＤＧｓを意識した特別科目の設置と実施（GC原則全般、SDGs Item 全般） 

 



パートⅢ．成果の測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 東ティモール、アフガニスタン、アフリカ諸国等、紛争国や最貧国から政府機関職員等を学生と

して受け入れ、人材育成を行っている。東ティモールからは将来指導者層となることが期待され

る優秀な若手行政官等を受け入れ、帰国後は、社会・経済開発計画の立案・実施において、留

学中に得た専門知識を有する人材として活躍すること、またひいては日本の良き理解者として

両国友好関係の基盤の拡大と強化に貢献する人材を育成している。アフガニスタンからはイン

フラおよび農業・農村開発分野の行政官・大学教員を日本の大学に研修員として受け入れ、人

材育成により関連する省庁の計画・事業実施能力の強化に貢献している。アフリカ諸国からの

学生は産業人材としての育成と日本企業のアフリカビジネスをサポートする「水先案内人」の

育成を目的とし、修士号取得と日本企業などでのインターンシップの機会を提供している。また

本プログラムを通じ、日本人学生も異文化や宗教の価値観について学習している。 

 

② 「健康・医療」、「社会・経済」、「教育・文化・生活」の 3つの領域に、9つの分野を設け、77課

題のプロジェクトを始動した。新型コロナウイルス感染症（COVID-19）禍の後に到来する、社

会構造や価値観の変化も含めた変革の時代を見据え、ポストコロナの新しい社会の在り方、自

由と平等の維持、必要とされる技術の開発等、様々な立場や専門分野からポストコロナを多角

的に捉え、価値ある方向性を含んだ研究成果を、広く社会へ情報発信できるよう努めている。 

https://kikou.doshisha.ac.jp/reactivities/covid-19research.html 

 

③ 欧州の安全保障問題と汚職対策に関し、アジア（日本）の経験を共有することにより、解決策

の策定へ向けたディスカッションを可能とした。 

 

④ ～⑦、⑨～⑪ 

ＧＲＭ（グローバル・リソース・マネジメント）文理融合博士課程プログラムの活動の一環として

実施。SDGs 目標に取り組むための、高等人材育成を通じた教育プログラムであり、年間を通

じて貧困、人権、開発、平和、環境等のスペシャリストを外部より招へいし、これらのグローバル

な問題について文系・理系の枠を超えた形で問題対処法について学習している。SDGs 目標

全 17項目を横断的に網羅する形でカバーされている。 

 

⑧ ２０２０年７月から１２月にかけて、良心学研究センター研究員および学内の他研究センター・研

究プロジェクトの教員が Zoom 対談の形で、それぞれの専門的見地から、コロナによって変化し

た社会を分析しつつ、今後の世界のあり方を展望してきた。本シンポジウムでは、あらためて重

要なテーマを振り返ると共に、全体を総括するための議論を行い、参加者との質疑応答も実施

した。 

https://ryoshin.doshisha.ac.jp/jp/activity/20210111/ 

 

 

https://kikou.doshisha.ac.jp/reactivities/covid-19research.html
https://ryoshin.doshisha.ac.jp/jp/activity/20210111/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ 同志社大学とドイツのテュービンゲン大学はそれぞれ COVID-19 に関する研究を生命科学、

医学、社会科学等さまざまな分野で進めている。本シンポジウムでは両大学の研究者により、2

日間にわたり「COVID-19 の認知・免疫学的影響」「サイエンス・コミュニケーション」「キャン

パスの国際化」の 3 つのトピックについて講演と対話を行った。コロナ禍における社会が直面し

ている挑戦と成果について、日独間の経験と問題点を共有することで、理解の深化を可能とし

た。両日で延べ 80 名程度の参加があり、両大学の研究者の今後の交流につながる、実り多い

研究交流シンポジウムとなった。 

https://www.doshisha.ac.jp/news/2021/0326/news-detail-8184.html 

 

⑬ グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパンと地球環境戦略研究機関 （IGES）が毎年発行

している「SDGs 調査レポート」の２０２０年度版発行にあたり、SDGs企業調査への寄稿を行う

とともに、出版記念オンラインセミナーに登壇した。今回はパンデミックによる企業の SDGs につ

いての意識変化やコロナ克服戦略における SDGs の位置づけ等に焦点を当てている。また記

念イベントではパネルディスカッションにモデレーターとして登壇し、議論を通じてコロナ禍を克

服する SDGs とビジネスについて深堀りした。 

https://www.ungcjn.org/activities/topics/detail.php?id=407 

 

⑭ 日本国内はもとより、グローバル規模で SDGｓ課題を横断的に関与し活躍できる人材育成の

在り方と、望ましいキャリア開発の方法を目指したセミナーの実施を通じて、日本のキャリア開発

とは異なった考えや行動が必要であることを学習した。 

 

⑮ SDGsランキングに関し、ジェンダー・ギャップで 120位と遅れている日本で、ジェンダー平等を

積極的に推進している企業とともに、実施上の課題やそれに対する工夫や対策を発表した。約

450のグローバル・コンパクト参加団体のほか、世界各地の企業も参加した。 

https://ungcjn.org/activities/topics/detail.php?id=435 

 

⑯ グローバル・コンパクト・ネットワーキング・ジャパン内の分科会において、「ウェルビーイングとＳＤ

Ｇｓ」をテーマに講演を行い、参加者に知識提供を行った。 

 

⑰ 英国ケンブリッジ大学並びに英国政府主催の国際セミナーへの参画を通じて、世界規模の経

済犯罪問題に取り組むための議論と提案を可能とした。 

 

⑱ 第１弾：１５年以上コーチング業界で活躍し、自ら 1on1 で行う経営層向けのエグゼクティブコ

ーチングや、組織全体を対象に企業価値を高める組織開発型コーチングなど多種多様なコー

チング経験を有する講師を招き、豊富なコーチング経験をベースに、「キャリア」に関する様々な

視点、情報を紹介した。 

https://www.doshisha.ac.jp/news/2021/0326/news-detail-8184.html
https://www.ungcjn.org/activities/topics/detail.php?id=407
https://ungcjn.org/activities/topics/detail.php?id=435


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２弾：アルバイト、部活など就活生がこれまで体験してきた様々な活動を糸口に、就職に際し

て大切にしたい価値観や、就職して伸ばしていきたい能力、そして生涯に渡って変わらない自分

軸を明らかにするサポートを行った。 

第３弾：NLP（神経言語プログラミング）を使った自己コントロール法を紹介し、就職活動に成

功するイメージを強化するワーク（実習）と就活全般や面談に際しての「不安や緊張」から脱す

るテクニックを伝授した。 

 

⑲ 東日本大震災から１０年を経てエネルギー政策が大きく自然エネルギーへシフトしようとしてい

る中、グリーン社会を市民がどうデザインしていくのか、また目指す社会をどう実現していくのか

を、時代をリードする東北からのゲストを迎え、これからの１０年について考える機会を持った。 
 

⑳ グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパンにてジェンダー平等事例集を発行するにあたり、

企画・編集・執筆等、政策全般にわたり協力を行った。後日英語版を追加予定。 

https://ungcjn.org/activities/topics/detail.php?id=466 

 

㉑ グローバル・コンパクト・ネットワーキング・ジャパン内の分科会において、「ストーリーで考える人

間の尊厳とウェルビーイング」をテーマに講演を行い、参加者に知識提供を行った。 

 

㉒ SDGs の基本理念や導入の経緯を理解し、今後の社会のあり方にどのような影響を及ぼしうる

のかを学ぶ科目である。また、企業やＮＧＯ・ＮＰＯ、政府・自治体等による課題解決のための

様々な取組例を通じて、自身の専門性を活かした社会課題との係わり方を考え、その後の大学

での学びにつなげることを目的としている。授業は日本経済新聞社との連携科目として開講し、

SDGsに詳しいベテラン記者がリレー形式で担当する。 

 

㉓ DataRobot 社の協力の下、自分や社会、地球の幸福について考えるウェルビーイングの講義

「ウェルビーイングとコーチング入門：意味ある人生とコミュニケーションのために」（主担当：飯

塚まり 大学院ビジネス研究科教授、ウェルビーイング研究センター長）に、AI を取り入れてい

る。ウェルビーイングに関連する講義でAIを採用する試みは日本初となる。幸福のためのAI利

用や倫理などの議論が、教育の現場での実践を通じて大学院レベルまで進展し、SDGs への

貢献が期待される。 

 

㉔ インドネシアの開発やガバナンス問題を取り上げ、日本の経験を生かし、学術的知識を共有す

ることにより、インドネシアの開発政策の改善に貢献した。 

 

㉕ 高等教育人材育成の一環として SDGs の全目標を横断的にカバーする科目（例えば資源管

理、開発（貧困、平和、人権等））を開講し、様々なイシューに係る議論を可能とした。 

https://ungcjn.org/activities/topics/detail.php?id=466


参考資料 
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